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荒谷 大輔
『使える哲学―私たちを駆り立てる五つの欲望はどこから来たのか―』
講談社選書メチエ

著者について
東京大学大学院倫理学科博士課程単位取得退学。文学博士。哲学・倫理学。

本文キーワード：「正しさ」／「正義」／リベラリズム／
公共性／近代社会／「自由」／「平等」／
「権利」／資本主義社会



設問Ⅰ要約部 300～360字

Q(近代)社会における「正しさ」(正義)とは何か

リベラル派１「ユルゲン・ハーバーマス」
→筆者の意見

リベラル派２「ジョン・ロールズ」
→筆者の意見
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設問Ⅰ要約部

リベラル派１「ユルゲン・ハーバーマス」の主張
現在の資本主義的な「正しさ」の設定に対し、
かつての公共的な「正しさ」を復活させるべきだ。

[かつて]公共的な議論の場において合意に基づき「正しさ」が決定
[現在]資本主義社会における公共性は消費を通じて形成される

(市場原理できまる資本主義的な「正しさ」)[１～7段落]

→皆が理性的な存在として振舞えれば、
合理的に「正しい」結論を共有できる。

[９段落]
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設問Ⅰ要約部

リベラル派１に対する筆者の主張①

皆が「理性的存在者」であることは、生得的ではなく、
特定の理念にコミットしてはじめて成立。

＝リベラル派の正義は、
理念の上でのみ「正しい」ことを、

皆に強制するという
構造的な困難を抱えている。

[9段落]
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設問Ⅰ要約部

リベラル派１に対する筆者の主張②
かつて存在した「公共性」は、

資本主義を実現するための「革命」を実現した
(＝資本主義的な公共性を目指した)[11段落]

→市民が熟議によって物事をきめるというかたちでの
「民主主義」は、いまだかつて存在した

ことはない(理想に過ぎない)[12段落]
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設問Ⅰ要約部

リベラル派２「ジョン・ロールズ」の主張
社会契約論の原点に立ち返り、「正義」とは何かを考えた。

人間は、自分の社会的な条件を知らない「原初状態」においては、
誰もが不平等や格差のない社会を望む[15～１6段落]

よって、「自由」と「平等」の原理が、
だれもが普遍的な正義の原理となる[17段落]

→社会的なマイノリティに配慮し、
不平等是正のための政策が

優先されるべき
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設問Ⅰ要約部

リベラル派１に対する筆者の主張
実際にそのような原初状態に置かれた覚えがない人に対して、

リベラルな理念へのコミットを要求する権利はあるのか。
＝リベラル派の「正義」は、すべての人々のコミットを前提と
した上で「正しさ」を要求する[20～21段落]

→近代社会の成立に不可欠な「自由」は「平等」の「権利」は、
どのような意味で「正しい」(正義)と言えるのか。

[22段落]
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設問Ⅱ意見部

近代社会における
「自由」や「平等」という「権利」の

「正しさ」(正義)も

みんなが「納得」(合意)したものなの？
ある意味で「正義」も

「強制」されてない？
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設問Ⅱ意見部

アウトな解答(本文を踏まえてない)
「正しさ」について

・「自由」と「平等」に開かれた、
真に「正しい」社会を目指すべき。

・人は「正義」に生きるべきだ
・すべての人が「正しい」と思えること大切
・闇雲なマイノリティ擁護／「多様性」の振りかざし
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設問Ⅱ意見部

１８段落に「マイノリティ／弱
者」というキーワードが…

単純に、少数派擁護の立場をと
ると本文理解ができていないこ
とに。

「弱者」へ過剰な救済が
溝をつくることなる。

Cf：過度なアファメーション・
アクション(弱者救済)への批判
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設問Ⅱ意見部

理解を示した解答
・すべての人々が「正しさ」(正義)について合意を

得ることの難しさについて言及
→しばしば「正義」は、

一部の「理性的」(とされる)人々からの
押し付けになっているのでは？

・ポピュリズムや過度な
アファメーションアクションへの言及

・ハンナ・アーレントの「人間の条件」
→異なる他者への想像力と連帯について
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